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「第２期岩手県スポーツ推進計画（2024～2028）」の概要
(1) 国において、2022年３月に第３期スポーツ基本計画を策定
(2) 2019年ＲＷＣ釜石開催、2022年日本スポーツマスターズ等の大規模大会開催のレガシーの継承
(3) 本県出身のスポーツ選手の海外での活躍による、県民のスポーツ機運の高まり

(1) 国において、2022年３月に第３期スポーツ基本計画を策定
(2) 2019年ＲＷＣ釜石開催、2022年日本スポーツマスターズ等の大規模大会開催のレガシーの継承
(3) 本県出身のスポーツ選手の海外での活躍による、県民のスポーツ機運の高まり１策定の趣旨

スポーツの推進により、県民の幸福で豊かな暮らしが実現するよう、
県民をはじめ市町村やスポーツ関係団体等と連携・協働し、県が総
合的かつ計画的に取り組む施策を示すもの

２計画の位置付け (1) 「いわて県民計画（2019～2028）」第2期アクションプランに示している目標や取組等を具体化する個別計画
(2) スポーツ基本法第10条に基づく「地方スポーツ推進計画」
(1) 「いわて県民計画（2019～2028）」第2期アクションプランに示している目標や取組等を具体化する個別計画
(2) スポーツ基本法第10条に基づく「地方スポーツ推進計画」

2024年度から2028年度(５年間)2024年度から2028年度(５年間)

１目指す姿
スポーツの推進による県民誰もが健やかで輝く岩手の創造スポーツの推進による県民誰もが健やかで輝く岩手の創造

主な取組内容

■ 希望郷いわて 元気・体力アップ60
運動

■ 超人スポーツの創出、体験会の実施
■ 総合型地域スポーツクラブの活性化
■ 適切な部活動指導体制の推進
■「健康経営」の取組促進
■ スポーツ医・科学の知見を活用した健
康運動の指導

■ 地域スポーツを支える人材の育成（ス
ポーツ推進委員、スポーツボランティ
ア等）

■ スポーツ団体のコンプライアンスの徹
底、ガバナンスの強化

■ 「スポーツ推進プラットフォーム」の
構築

■ 県営スポーツ施設の計画的な維持管理、
修繕、更新

３計画の期間

2019 2021 2022 2023 2024～ 2028

第２期岩手県スポーツ推進計画

2019年
ラグビーワールド
カップ釜石開催

2020年
東京

オリパラ

2022年
北京

冬季オリパラ

ライフステージに応じて
楽しむ生涯スポーツの推進

１

(1)スポーツ参画人口の拡大
①スポーツを楽しむ機会の充実

②総合型地域スポーツクラブの充実

・指導者の確保や資質向上等に向けた取組の支援

③スポーツを通じた健康増進

・スポーツデータを活用した健康づくりの拠点

づくりに向けた取組の推進

・「レッツ！ぺっこトレ」等による健康づくり等

(2)子どものスポーツ機会の充実
①学校体育の充実

②運動部活動の充実

・休日における地域の環境整備の推進

③地域における子どものスポーツ機会の充実

・地域クラブ活動への移行に向けた取組の推進

(3)成人のスポーツ機会の充実
①働く世代のスポーツ参画人口の拡大

②高齢者のスポーツ参画機会の充実

(4)スポーツに関わる多様な人材の確保・育成
①地域スポーツを支える人材の育成

②スポーツボランティアの養成の促進

③スポーツ団体の組織・連携体制の強化

・「いわてスポーツプラットフォーム」の意

見を踏まえたスポーツ振興の推進

④スポーツ功労者の表彰の実施

(5)スポーツを楽しむ環境の整備
①県有スポーツ施設のストックの適正化

・あり方検討を踏まえ次期個別施設計画の策定

②地域スポーツ資源の有効活用・利用促進

・県営スポーツ施設等の予約システムの利用促進

共生社会型スポーツの
推進2

(1)障がい者スポーツ等の推進
①障がい者のスポーツやその他のスポーツの参画
機会の充実

・県障がい者スポーツ大会、各種スポーツ教

室等への開催や全国障害者スポーツ大会へ

の選手派遣

・教員の資質向上、体育の授業改善等による、

児童生徒の運動習慣の定着化

・インクルーシブスポーツへの関心の高まり

を契機とした取組の推進

②障がい者がスポーツを楽しむ環境の整備

・公認パラスポーツ指導員の養成研修の実施

・スポーツ施設のバリアフリー化等障がい者

が利用しやすい環境の整備の促進

(2)高齢者スポーツの推進（再掲）
①高齢者のスポーツ参画機会の充実

・ねんりんピックへの選手団派遣及びいわて

ねんりんピックの開催支援

②スポーツを通じた健康増進

・スポーツ医・科学の知見を生かした健康づ

くりの拠点づくりに向けた取組

(3)スポーツにおける女性の活躍推進
①女性のスポーツ参画機会の充実

・市町村や総合型クラブ等のスポーツ教室や

プログラムの多様化の促進

②女性がスポーツを楽しむ環境の整備

・アスレティックトレーナー、いわてアスレ

ティックトレーナーの活用

国際的に活躍する
競技スポーツの推進3

(1)アスリートの発掘・育成
①次世代アスリートの発掘・育成

・「いわてスーパーキッズ」におけるタブレッ

ト端末等を活用したアスリート育成の推進

・中長期的な視点に立ったジュニア期からの競

技力向上の推進

②国内外で活躍するアスリートの育成

③アスリートが競技生活を継続できる環境の整備

・「岩手スポーツアスリート無料職業紹介所」

によるアスリートの県内就職の推進

④スポーツ優秀選手の表彰

(2)競技力向上を支える人材の育成
①指導者の資質向上

・全国で活躍する指導者との連携

・映像データ分析等デジタル技術を活用した競

技力向上の推進

②アスリートのサポート人材の育成

(3)競技力向上を支える環境の整備
①スポーツ医・科学、情報等を活用した支援

・スポーツデータを活用し、効果的なトレーニング

に結び付けるための拠点づくりに向けた取組の推進

・アスレティックトレーナー、いわてアスレティックト
レーナーの活用

②競技団体の組織強化

・スポーツ団体等の女性役員の登用等、女性がス
ポーツをしやすい組織づくりに向けた取組の推進

地域を活性化させる
スポーツの推進4

(1)地域の活力につながるスポーツの推進
①スポーツコミッションやトップ・プロスポーツ
チームと連携した地域活性化の推進

・大会・合宿等の誘致

・トップ・プロスポーツチームによるスポーツ教
室の開催等

・スポーツアクティビティの普及

②大規模スポーツ大会を契機とした人的交流の推進

・「釜石鵜住居復興スタジアム」の利活用等

による地域活性化

・「ラグビー県いわて」の情報発信

・東京2020大会を契機とした、被災地での

スポーツ交流による本県の魅力発信と震災

伝承の取組推進

(2)経済の活性化につながるスポーツの推進
①大規模スポーツイベント等と連携した市場開拓
等への支援

・大規模スポーツイベント等の機会を活用した、
県産農林水産物をはじめとする県産品のＰＲ、
販路拡大等

②トップ・プロスポーツと連携した市場開拓等へ
の支援

③スポーツビジネスの創出・拡大

・各種スポーツ団体等と市町村や民間事業者等と
の連携による新たなスポーツビジネスの創出

・第２期計画に新たに記載する取組

・現計画に記載の取組を拡充する取組

2022年
日本スポーツ

マスターズ岩手大会

2022年
クライミングワールド
カップいわて盛岡

2022年
いわて八幡平
白銀国体

４つの施策の
主な取組内容

新

新

新

新
新

新

新

【多様な主体との連携】市町村やスポーツ関係団体など、多様な主体と連携し、幅広い分野に関わるスポーツ施策の展開やＤＸの活用など新たな取組を推進【多様な主体との連携】市町村やスポーツ関係団体など、多様な主体と連携し、幅広い分野に関わるスポーツ施策の展開やＤＸの活用など新たな取組を推進

新

新

新
拡

新

新

新

拡

拡

拡

拡

拡

新

新

第１章

第２章

第３章


